
学校評価表（中間評価）
学校関係者評価 改善方策

生徒の授業満足度(アンケート) 60% 83.9% 140 A
各教科とも，生徒アンケートにより，満足度が高
かった。

生徒の家庭学習の時間(アンケート) 70% 39.7% 57 D

生徒の道徳学習について（アンケート） 80% 68.6% 86 C
昨年の数値より高くなってきたが，粘り強く工夫
した授業を続けていく必要がある。

生徒の生活実態（アンケート） 80% 91.2% 114 A
生徒は，よく，あいさつができている。大きな声で
「ハイ」と返事をさせていく指導の継続をする。

○部活動の充実 生徒の生活実態（アンケート） 80% 76.8% 96 B
ほぼ，達成できたが，部活動の指導をさらに充
実させる必要がある。

生徒の生活実態（アンケート） 80% 91.2% 114 A
朝ごはんを91.2％食べている。

地域・保護者学校評価（アンケート） 70% 未実施
１２月に実施予定。地域・保護者の学校に対す
る期待度は高い。

発行回数，更新回数 12回以上 12回 100 A
学級通信は，すべての学級で頻繁に発行でき
た。ホームページの更新も:頻繁に更新できてい
る。

実施回数 ３回以上 2回 100 B ３学期に研修会を１回予定している。

◎は重点目標 Ａ　目標達成
Ｂ　ほぼ達成
Ｃ　もう尐し
Ｄ　できていない

小中合同研修会を学期に１回以上
実施する。

○生活習慣の
確立

○豊かな心を
もった生徒の育
成

○規範意識の
育成

早寝，早起き，朝ご飯を実行できる
生徒を８０％以上にする。

道徳の時間で学んだことを生活に
いかしていると思う生徒を８０％以
上にする。

気持ちよく挨拶ができたと思う生徒
を８０％以上にする。

部活動に対する満足度を８０％以
上にする。

小中一貫教育
の推進

◎小中一貫教
育指導計画の
作成及び実施

○保護者や地
域への積極的
な情報公開

○学校評価を
生かした学校力
の向上

わかる授業の
創造

豊かな感性と道
徳性の育成

たくましい体力
の育成とと健康
の維持増進

開かれた学校
づくりをめざし，
地域に根ざした
教育の推進

自己評価（中間）

評価 結果と課題の分析 改善方策

・会議等があっても，部活動に毎日，顧
問が尐しでも参加できるようにする。
・部活動の外部コーチとの連携をしっか
り行う。
・部活動の活動の意義などを朝会や集
会等で頻繁に呼びかけていく。
・学校保健委員会でも食育や家庭での
生活習慣について，データを出しながら
分析をしていく。

・授業コンファランスによる校内研修を
今後も継続して実施するなど，授業内
容のさらなる充実に積極的に取り組む。
・教員間で授業を交流しあうなどよりよ
い授業実践に向けて日常的に互いに学
びあう姿勢や雰囲気をつくりあげてい
く。
・各教科担任・学級担任による家庭学習
の仕方・勉強の仕方・家庭学習の重要
性などについてきめの細かい指導を実
施する。

達成度達成値（アンケート結果等） コメント

・保護者アンケートを12月に行い，デー
タを公表する。
・学校情報の公表をいろいろな場面で
行うことを継続していき，地域の方の意
見を絶えず聞いていく。
・学校行事等の情宣をていねいに綿密
に行う。また，ホームページにおいても
漏らさず情宣していく。

・生徒の感じ方がより複
雑になり，数字で表しにく
いのでは？
・校内ではいつも気持ち
のいいあいさつを受ける
が校外ではどうか？
・あいさつは習慣化して
いると思う。

・道徳の時間の学習内容と日々の生活
や様々な学習活動や体験活動とより有
機的に結びついていくよう今後も工夫を
重ねていく。
・あいさつについてはこれまでの取組み
を継続しながら，校外における地域の方
たちへのあいさつなど，さらに広がりを
持たせていくことを目標として指導して
いく。

・指導者をきちんと配備
して，しっかり指導してほ
しい。
・小学校からの指導の成
果でありしっかりと意識
づけができている。
・学校保健委員会との関
連があり，実態調査の詳
しい分析がいるのではな
いか。

生徒アンケートから，家庭学習ができていない実
態がある。半数の生徒が，塾で学習している実
態がある。

・進捗状況がわからな
い。研修内容やその成
果が示せればよい。

・小中一貫教育の取組みを紹介する学
校からの通信をさらに充実させていく。
・３学期には落走小学校で公開授業も
予定されているので，その場で本校区
で３校が取り組んでいることを積極的に
アピールしていく。
・取り組み内容を分かりやすくコンパクト
にまとめたパンフレットの作成を計画し
ている。

・保護者アンケート等の
結果はどうか？
・子どもの学力との関わ
りで見ていく必要があ
る。
・宿題等家庭学習の分
量は適切か。
・提出状況等の実態はど
うか。
・数値として表してほし
い。

・当然やるべき事であり，
全体的なデータを示して
ほしい。
・行事の案内等情宣が
十分に行き届いていな
い。通知の方法等しっか
り考えてほしい。

地域・保護者の学校に対する満足
度を７０％以上にする。

学校便り，学級通信の発行，ホー
ムページの更新を月１回以上行う。

確
か
な
学
力
の
育
成

豊
か
な
心
の
育
成

健
や
か
な
体
の
育
成

○授業研究の
推進

生徒の授業満足度を６０％以上にする。

家庭学習を１日１時間以上学習す
る生徒を７０％以上にする。

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

評価計画

ｅ　目標達成のための方策

そ
の
他

信
頼
さ
れ
る
学
校

ｆ　評価項目・指標 目標値

○学習習慣の
定着

【ｊ：自己評価 評価】 【ｌ：学校関係者評価 評価】


